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本ツールは、製品型番や使用環境を入力すると、省エネ設備の導入前後の削減効果を
算出できるツールです。省エネルギー化の取り組みにご活用ください。
※補助金の申請を行うものではございません。

省エネクイック診断で専門家からの具体的なアドバイスも聞いてみる

1.省エネ計算プログラムとは

省エネ計算プログラムを使用する推奨例

省エネ計算プログラムを使用する

省エネ補助金を検討してみる

省エネ補助金活用事例集で省エネの具体事例を確認する

3

オンライン上で簡単に省エネ量を調べたい！

更新予定の設備のコスト削減効果を知りたい！

こんな方におすすめ！



2.ご利用方法

① 「省エネ計算プログラム」のサイトに遷移したら、
「比較を開始する」をクリック。

② 「サイトご利用に関して」を確認し、「上記の内容
に同意します」にチェックを入れます（「同意す
る」の意）。

③ 「比較を開始する」をクリック。

4

2-1.省エネ計算プログラムサイトの立ち上げ



「使用目的」で「その他」を選択する
場合は具体的な内容もご記載ください。

2.ご利用方法

④ ３つのアンケートについてプルダウンから選
択のうえ、「次へ」をクリック。
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⑤ 比較計算したい設備を選択する。

次のページより、「温水ボイラ」の計算方法をご案内します。



2.ご利用方法
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下記の表を参考に、設備の使用環境を登録し、
「次へ」をクリック。

2-2.稼働条件の登録 （温水ボイラ）

１

２ ３

項目名 概要

建物／ビル名称 比較結果表示の際に表示名として使用されます。実際の名称でなくても構いません。

負荷率
月間を通して平均的な負荷率を月毎に入力します。
※ 負荷率の考え方の例
月の燃料消費量÷定格燃料消費量÷月間稼働時間÷台数

稼働時間
月間の総稼働時間を月毎に入力します。
※  1日当たりの稼働時間ではありませんのでご注意ください。

１

２

３



2.ご利用方法

② 下記の表を参考に、既存設備の情報を登録。
「＊」がついている項目は入力必須項目。

項目名 概要

メーカー メーカー名を入力します。

製品名＊
製品名を入力します。製品名が分からない場合は、任
意の製品名でも構いません。

型番 型番を入力します。

台数＊ で登録した型番の台数を入力します。

設置年＊

固定資産管理台帳に記載されている、既存設備の設置
年（取得年）を選択します。不明な場合は、設備を設
置した建物が登記された年（不動産登記簿【権利部
（甲区）】に記載）を選択してください。

ボイラ効率＊
製品カタログ、仕様書を参照し、既存設備のボイラ効
率を転記します。

① 「登録設備の一覧」画面の既存設備の「編集する」
をクリック。

2-3.既存設備の登録 （温水ボイラ）

１

２

３

４

５

６

7

３

１

２

３

４

５

６



2.ご利用方法
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③ すべて入力したら、「既存設備を登録」をクリック。

項目名 概要

能力＊ 熱出力を入力します。

使用エネルギー＊ 既存設備のエネルギー種別を選択します。

定格エネルギー
消費量＊

製品カタログ、仕様書を参照し、既存設備の定格
エネルギー消費量を転記します。

熱量換算係数＊
（高位）
熱量換算係数＊
（低位）

で選択した「使用エネルギー」に応じて自動表
示されます。

7

８

9

10
８

7

8

9

10



2.ご利用方法
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項目名 概要

メーカー名＊ 株式会社等の法人格は含めずに入力します。

製品名
分かる場合は、メーカー発行のカタログに記載のもの
のうち、すべて、もしくは一部を入力し、検索します。

型番

2-4.導入予定設備の登録 （温水ボイラ）

① 「登録設備の一覧」画面の導入予定設備の「編集す
る」をクリック。

② 必要事項を入力し、「検索する」をクリック。
「＊」がついている項目は入力必須項目。

１

２

３

１

２

３



項目名 概要

台数＊ 選択した設備の導入予定台数を入力します。

使用エネルギー＊ 導入予定設備のエネルギー種別を選択します。

熱量換算係数＊
（高位）
熱量換算係数＊
（低位）

で選択した「使用エネルギー種別」に応じて
自動表示されます。

給水加温＊ 【無し】を選択します。

2.ご利用方法
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③ 検索結果が表示されたら、該当の設備を探し「選択する」
をクリック。

④ 必要事項を入力し、「導入設備を登録」をクリック。
「＊」がついている項目は入力必須項目。

１

２

２

１

2

3

4

3

4



2.ご利用方法
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2-5.計算結果の確認 （温水ボイラ）

① 「登録設備の一覧」画面で既存設備と導入予定設備が登録
されていることを確認し、「比較結果へ進む」をクリック。

② 計算結果が表示される。
必要に応じて印刷ボタンからPDFや紙に印刷し、保存する
ことも可能。

製品A 製品B



3.計算のうえでのご注意
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◆導入予定設備

本ツールで導入予定設備として選択できる製品は「省エネルギー投資促進支援事業」において、(Ⅲ)設

備単位型の補助対象として登録されている設備です。

◆原油換算使用量（kl／年）

本ツール利用時に登録いただく運転時間、日数等の使用環境、既存設備及び導入予定設備の消費電力等

の情報をもとに試算した結果です。あくまでJIS等に基づく標準的な条件での試算であり、ご使用の地域、

気象、その他の条件等により、実際の原油換算使用量は異なりますのでご注意ください。

◆年間コスト（円／年）

＜電気＞

消費電力量に想定電力料金単価（２０円／ kWh）を乗じて算出したものです。想定電力料金単価は、電

力・ガス取引監視等委員会が公表する電力取引報における、高圧の販売量及び販売額から、一定期間の

平均単価を算出し、適用しております。実際の電力料金単価は、各事業所の契約形態や電力会社等よっ

て異なります。

＜ガス＞

ガス消費量に想定ガス料金単価（８５．５円／ ㎥）を乗じて算出したものです。想定ガス料金単価は、

電力・ガス取引監視等委員会が公表するガス取引報における、商業用、工業用及びその他用の販売量及

び販売額から、一定期間の平均単価を算出し、適用しております。また、本ツールでのガス消費量及び

年間コストは、都市ガス（標準発熱量４５MJ／㎥）を使用する場合を想定しております。実際のガス料

金単価は、使用するガス種別、各事業所の契約形態、ガス会社等によって異なります。



3.計算のうえでのご注意
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＜Ａ重油＞

Ａ重油消費量に想定Ａ重油料金単価（９８円／Ｌ）を乗じて算出したものです。想定Ａ重油料金単価は、

経済産業省資源エネルギー庁が公表する石油製品価格調査における、産業用価格（軽油・Ａ重油）のう

ち、Ａ重油の小型ローリーの販売額から、一定期間の平均単価を算出し、適用しております。実際のＡ

重油料金単価は、販売会社等によって異なります。

＜ＬＰＧ＞

ＬＰＧ消費量に想定ＬＰＧ料金単価（１７０円／ｋｇ）を乗じて算出したものです。想定ＬＰＧ料金単

価は、日本ＬＰガス協会が公表するＬＰガス価格の推移におけるプロパンの卸売価格から、一定期間の

平均単価を算出し、適用しております。実際のＬＰＧ料金単価は、販売会社等によって異なります。

＜灯油＞

灯油消費量に想定灯油単価（１２０円／Ｌ）を乗じて算出したものです。想定灯油単価は、経済産業省

資源エネルギー庁が公表する石油製品価格調査における、一般小売価格のうち、民生用灯油（給油所以

外）の配達価格から、一定期間の平均単価を算出し、適用しております。実際の灯油料金単価は、販売

会社等によって異なります。



一般社団法人 環境共創イニシアチブ

TEL： 03-5565-3840

受付時間：平日の10:00～12:00、13:00～17:00
(土曜、日曜、祝日を除く)

通話料がかかりますのでご注意ください。

SIIホームページURL https://sii.or.jp/

お問い合わせ・相談・連絡窓口
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